
 

第４回 武蔵野市学校給食施設検討委員会 次第 

 

 

  ■ 日 時 ： 平成29年６月29日(木）午後２時開始 

  ■ 場 所 ： 総合体育館 大会議室 

 

次    第 

 

１ 開会 

２ 議事 

(1) 本宿小、第三小の配送計画と安全確保策について 

(2) 新しい施設に求められる機能について 

(3) 今後の進め方について 

(4) 中間報告案について 

(5) その他 

 

 

配布資料 

資料１ 時程表と配送計画、安全確保策（案） 

資料２ 新調理施設の整備の基本的な考え方「学校給食に関する新しい考え方」 

資料３ 武蔵野市学校給食施設検討委員会の今後の予定 

資料４ 学校給食施設検討委員会中間報告の説明会の開催日時等について 

資料５ 武蔵野市学校給食施設検討委員会中間報告（案） 



 



時間 第三小 （食器保管庫）
配送車
の動き

本宿小　（調理施設） 第三小時程 本宿小時程

配送車を本宿小に常備

10:00 出校時、同乗者1名安全確認 第２校時（9:35～10:20）

10:10 入校時、同乗者1名安全確認 配膳員 ２校時（9:35～10:20）

11:10 出校時、三小に残る１名安全確認 ３校時（10:45～11:30）

11:20 入校時、調理場1名安全確認 第３校時（10:40～11:25）

11:30 出校時、調理場1名安全確認 第４校時（11:30～12:15）

11:40 入校時、同乗者1名安全確認 給食 ４校時（11:35～12:20）

14:00 出校時、三小に残る１名安全確認 ５校時（13:40～14:25）

14:10 食器 入校時、調理場1名安全確認 第５校時（13:50～14:35）

15:30 出校時、調理場1名安全確認 下校14:40,15:35,15:45 帰りの会（15:25～15:35）

15:40 入校時、三小に残る１名安全確認 食器 最終下校（15:45）

15:50 出校時、同乗者1名安全確認

16:00 配膳員 入校時、同乗者1名安全確認

時程表と配送計画、安全確保策（案）

平成29年6月29日 

学校給食施設検

討委員会(第４回) 

資     料   １ 

  





 

新調理施設の整備の基本的な考え方「学校給食に関する新しい考え方」  

 

① 最 新 の 学 校 給 食 衛 生 管 理 基 準 に 基 づ き 、 ド ラ イ シ ス テ ム を 導 入 す る 等 、

HACCP の考え方に基づいた施設とする。  

②高温多湿の作業環境を改善し、労働安全衛生に留意した施設とする。  

③市と給食・食育振興財団が締結した災害協定に基づき、災害時の対応の強

化を図る。  

④環境負荷の低減等のため、環境機能の強化を図る。  

⑤食育推進のための機能の充実を検討する。  

 

 以上の５点を「学校給食に関する新しい考え方」とし、これらを実現する

機能について前回の委員会までで議論がなされた。今回はこれまでに出た意

見や新しいアイディア等について議論を重ね、最終報告書に記載することと

したい。なお、①と②については基本計画策定時の検討に委ねる。  

 

【これまでに議論に上った機能】  

③・災害時の炊き出し機能  

④・太陽光発電  

 ・残菜のリサイクル活用  

 ・リサイクルされていることが視覚的に分かること  

 ・残菜のコンポスト（堆肥）化  

⑤・地域住民が見学できる、試食ができる、中を見られる施設  

 ・地域住民に学校給食について理解してもらえる施設  

 ・工場ではなく食育を発信できる施設  

 ・食、給食に感謝の気持ちを持てる施設  

 ・職場体験  

 ・調理教室  

 ・食を通じた交流、コミュニティの場  

 

   

  

平成 29 年６月 29 日 

学校給食施設検討委員会(第４回) 

資 料 ２  



 



 

武蔵野市学校給食施設検討委員会の今後の予定 

 

◎部分は前回からの修正・追加。 

パブリックコメントの期間が７月４日からの２週間であったのが、始期と終期が変更。 

７月１日からの住民説明会について追加。 

  

第４回 ６月 29 日（木） 
中期的対応の検討（求められるスペック・機能等） 

中間報告案 

◎７月６日（木）～７月 20 日（木） 中間報告案に対するパブリックコメント 

７月３日（月）定例校長会（中間報告案） 

７月５日（水）教育委員会定例会（中間報告案） 

◎７月１日（土）～７月 19 日（水） 中間報告についての住民説明会 

４日に分けて５会場で実施（資料４のとおり） 

第５回 ７月 26 日(水) 
中間報告に対する意見の報告 

最終報告案 

８月２日（水）教育委員会定例会（最終報告） 

８月 21 日（月）文教委員会（最終報告） 

平成 29 年６月 29 日 

学校給食施設検討委員会（第４回）

資 料 ３

  



 

 



学校給食施設検討委員会中間報告 の説明会の開催日時等について  

 

 第４回までの議論を受けて、検討委員会として中間報告を作成する。この

内容について、報告書内で「短期的な対応案」「中期的な対応案」それぞれ

で候補に挙がった地域の住民に対して以下の日程で説明会を行う。  

日 時  
7 月 1 日 （ 土 ）  

AM10～ 12 時  

７ 月 ８ 日（ 土 ） 

AM10～ 12 時  

７ 月 ８ 日（ 土 ） 

PM２ ～ ４ 時  

７ 月 11 日（ 火 ） 

PM７ ～ ９ 時  

場 所  桜 野 小 多 目 的 室  
桜 堤 コ ミ セ ン  

会 議 室  

本 宿 コ ミ セ ン  

多 目 的 室  

西 部 コ ミ セ ン  

和 室  

 主な内容は以下のとおり  

 ・武蔵野市学校給食の歴史や現状についての説明  

 ・課題及び検討内容について  

 ・質疑応答  

 

 説 明会の第５回は ７月 19 日（水）の 午前 10 時より、桜 堤調理場で行う 。

上述の主な内容の他に、希望者については給食を用意し、試食会も併せて行

う。定員は会場に合わせた 20 名、応募方法は電話と郵便とし、７月５日必

着で締切とする。応募人数が 20 名を超えた場合は抽選により参加者を決定

する。  

  

平成 29 年６月 29 日 

学校給食施設検討委員会(第４回) 

資 料 ４  



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

武蔵野市学校給食施設検討委員会  

中間報告書(案) 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 7 月  

  

平成 29 年６月 29 日 

学校給食施設検討委員会(第４回) 

資 料 ５  



 

 

中間報告の作成にあたって 

 

 現在武蔵野市 で は、学 校給食 を、自 校調理施 設を備 え る小学校 ４校 及び

桜堤調理 場と北 町 調理場の ２つの 共 同調理施 設から、市 内８つの 小学校と

６つ全て の中学 校 に提供し ていま す 。  

 近年の 小中学 校 児童生徒 数の増 加 に伴い、提 供する 必 要 のある 給食食数

が、本市の 学校給 食 調理施設 が提供 で きる給食 の食数 を 超える 見 込みであ

ることが わかっ て きました 。  

 また、 平成 29 年度現在、 北町調 理 場は 45 年目、桜堤 調理場は 51 年目

と長期間 に渡り 稼 働してお り、間も な く市が公 共施設 の 更新時期 の目安と

する建築後 60 年を 迎えます 。  

 そこで 、 武 蔵 野 市 教 育 委 員 会 で は 、 学 校 給 食 施 設 検 討 委 員 会 を 設 置 し 、

給食提供 食数の 不 足 見込み への対 策 について 検討を 始 めました 。  

 このた び、来年 以 降の給食 提供不 足 見込みに 対応す る 案を中間 報告とし

てまとめ ました。具体的に は、①給 食の予備 分を必 要 最小限に する直 近 の

対応、②既 存の自 校調理施 設で他 校 分も調理 する短 期 的な対応、③桜堤 調

理場の建 替えを 前 倒しし、新 調理施 設 を建設す る中期 的 な対応を 切れ目な

く講じる ことで 、 給食提供 不足食 数 に対応し ます。  

 

市民の皆 様にご 報 告すると ともに、最終報告 書作成 に むけて、広 くご意 見

を募集い たしま す 。  

 

◇ご意見 の提出 方 法  

○電子メ ール、 FAX または郵 送のい ず れかの方 法でご 意 見をお寄 せくだ

さい。な お、電 話 によるご 意見の 受 け付けは いたし ま せん。  

○ご意見 の提出 に あたって は、氏名、住所、連絡 先を記 入のうえ ご提出

をお願い いたし ま す。  

 

◇  募集期間  平成 29 年 7 月 6 日 (木 )か ら 7 月 20 日 (木 )まで（必着 ）  

＊ご提出 いただ い たご意見 の内容 は 、原則公開 とさせ ていただ きます 。 

 

【 あ て 先 （ 問 い 合 わ せ 先 ）】  

武 蔵 野 市 学 校 給 食 施 設 検 討 委 員 会  

 事 務 局  武 蔵 野 市 教 育 委 員 会  教 育 部 教 育 企 画 課  財 務 係  古 藤  

     住 所 ： 〒 180-8777 武 蔵 野 市 緑 町 2-2-28 

     電 話 ： 0422-60-1972(直 通 ) FAX： 0422-51-9260(直 通 ) 

     e-mail： sec-kyouiku@city.musashino.lg.jp  
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1 

 

１  武蔵野市の学校給食施設の現状と課題  

 

(１)  現 状  

① 共 同 調 理 場  

 武 蔵 野 市 で は 、２ つ の 共 同 調 理 場 か ら 、14 の 小 中 学 校 に 給 食 を 供 給 し て い

る 。そ の 他 の 小 学 校 ４ 校 は 、自 校 調 理 施 設 を 備 え て い る 。平 成 29 年 度 の 時 点

で 桜 堤 調 理 場 は 建 築 後 51 年 目 、 北 町 調 理 場 は 45 年 目 で あ る 。  

② 自 校 調 理 施 設 （ 単 独 調 理 場 ）  

 第 五 小 学 校 、 境 南 小 学 校 、 本 宿 小 学 校 、 桜 野 小 学 校 は 自 校 調 理 施 設 を 備 え

て い る 。  

*平 成 29 年 2 月 時 点 で の 調 理 食 数  

  

(２ ) 課 題  

① 今 後 の 必 要 食 数 の 見 込 み  

 北 町 調 理 場 は 平 成 30 年 度 に 、 桜 堤 調 理 場 は 平 成 31 年 度 に 、 調 理 必 要 食 数

が 提 供 可 能 食 数 を 上 回 る 。  

■ 北 町 調 理 場 （ 小 学 校 ８ 校 ： 提 供 食 数 3,8 00 食 ）  

       H 2 9   H 3 0   H 3 1   H 3 2   H 3 3   H 3 4   H 3 5  …  H 38  

調 理 必 要 食 数  3, 780  3 , 9 0 5  4 , 0 5 8  4 , 1 7 1  4 , 3 9 4  4 , 5 2 3  4 , 7 0 3    5 , 0 1 6  

提 供 可 能 食 数  3, 800  3 , 8 0 0  3 , 8 0 0  3 , 8 0 0  3 , 8 0 0  3 , 8 0 0  3 , 8 0 0    3 , 8 0 0  

供 給 不 足 食 数       1 0 5   2 5 8   3 7 1   5 9 4   7 2 3   9 0 3    1 , 2 1 6  

*小 学 校 調 理 必 要 食 数 ＝ 児 童 数 ×1.1 2  

 

■ 桜 堤 調 理 場 （ 中 学 校 ６ 校 ： 提 供 食 数 2,1 00 食 ）  

       H 2 9   H 3 0   H 3 1   H 3 2   H 3 3   H 3 4   H 3 5  … … …  H43  

調 理 必 要 食 数  2, 048  2 , 0 8 1  2 , 1 4 6  2 , 2 2 6  2 , 2 7 4  2 , 3 4 0  2 , 3 9 5     2 , 9 7 1  

提 供 可 能 食 数  2, 100  2 , 1 0 0  2 , 1 0 0  2 , 1 0 0  2 , 1 0 0  2 , 1 0 0  2 , 1 0 0     2 , 1 0 0  

供 給 不 足 食 数               4 6    1 2 6   1 7 4   2 4 0   2 9 5      8 7 1  

*中 学 校 調 理 必 要 食 数 ＝ 生 徒 数 ×1.1 1  

平 成 ２ ８ 年 度 教 育 委 員 会 作 成 の 小 中 学 校 将 来 児 童 生 徒 数 推 計 に 基 づ き 事 務 局 で 作 成  

 

 武 蔵 野 市 立 学 校 給 食 桜 堤 調 理 場  武 蔵 野 市 立 学 校 給 食 北 町 調 理 場  

所 在 地  武 蔵 野 市 桜 堤 １ -７ -2 3  武 蔵 野 市 吉 祥 寺 北 町 ４ -11- 3 0  

敷 地 面 積 1,81 9 . 1 4 ㎡  1,50 0 . 0 0 ㎡  

建 築 面 積 624. 9 3 ㎡  890. 6 6 ㎡  

延 床 面 積 813. 3 3 ㎡  1,27 9 . 9 4 ㎡  

開 設 年 月 昭 和 42 年 6 月 開 設  昭 和 48 年 4 月 開 設  

調 理 食 数 武 蔵 野 市 立 の 全 中 学 校  

2,02 0  食 程 度 （ 平 成 28 年 度 ）  

武 蔵 野 市 立 小 学 校 ８ 校  

3,72 0  食 程 度 （ 平 成 28 年 度 ）  

 第 五 小 学 校  境 南 小 学 校  本 宿 小 学 校  桜 野 小 学 校  

開 設 年 月 昭 和 36 年 ３ 月  昭 和 51 年 ３ 月  昭 和 53 年 ９ 月  平 成 22 年 10  月  

*調 理 食 数 460 食 程 度  580 食 程 度  380 食 程 度  910 食 程 度  
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② 共 同 調 理 場 の 更 新  

 本 市 は 、 公 共 施 設 の 更 新 の 目 安 を 建 築 後 60 年 と し て お り 、 平 成 29 年 度 に

桜 堤 調 理 場 が 建 築 後 51 年 目 を 迎 え 、 北 町 調 理 場 が 45 年 目 を 迎 え る 。 共 同 調

理 場 の 更 新 を 検 討 す る 時 期 で あ る 。  

 

③ 自 校 調 理 施 設 の 更 新  

 自 校 調 理 施 設 が あ る 学 校 の 改 築 中 は 、 自 校 調 理 施 設 が 使 え な く な る た め 、

他 の 施 設 か ら 代 替 し て 供 給 す る 必 要 が あ る 。特 に 、自 校 調 理 施 設 ４ 校 の う ち 、

第 五 小 学 校 に つ い て は 建 築 後 57 年 目 で あ り 、校 舎 の 更 新 を 検 討 す る 時 期 で あ

る 。  
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２  不足見込み食数と対応案  

 

(１)  武 蔵 野 市 学 校 給 食 施 設 検 討 委 員 会  

 武 蔵 野 市 立 の 小 学 校 及 び 中 学 校 へ 給 食 を 安 定 的 に 供 給 す る た め の 施 設 整 備

の 在 り 方 に つ い て 検 討 す る た め 、平 成 29 年 ３ 月 ９ 日 、武 蔵 野 市 学 校 給 食 施 設

検 討 委 員 会 （ 以 下 、「 検 討 委 員 会 」） を 設 置 し た 。  

 こ れ ま で 、 現 状 と 課 題 の 整 理 、 短 期 的 及 び 中 期 的 対 応 策 を 検 討 し 、 次 節 の

と お り 対 応 案 を ま と め た 。  

 

(２ ) 検 討 委 員 会 に よ る 対 応 案 の 概 要  

 ① 給 食 の 予 備 分 を 必 要 最 小 限 に す る 直 近 の 対 応 、 ② 既 存 の 自 校 調 理 施 設 で

他 校 分 も 調 理 す る 短 期 的 な 対 応 、 ③ 桜 堤 調 理 場 の 建 替 え を 前 倒 し し 、 新 調 理

施 設 を 建 設 す る 中 期 的 な 対 応 を 切 れ 目 な く 講 じ る こ と で 、 給 食 提 供 不 足 食 数

に 対 応 す る 。  

年度 対 応 案  

両 調 理 場 の 

不足見込食数 

小  中  

H30 

【 直 近 の 対 応 案 （ 小 学 校 ～ H30年 度 、 中 学 校 ～ H32年 度 ）】  

① 給 食 の 予 備 を 最 小 限 に す る 。  

各 学 校 の 提 供 必 要 数 を 事 前 に 正 確 に 把 握 す る こ と が 必

要 。 そ の た め に 、 直 前 の 食 数 変 更 を 極 力 減 ら す よ う に

運 用 を 見 直 す 。  

105 ―  

H31 

【 短 期 的 な 対 応 案 （ H31～ 32年 度 ）】  

① 既 存 の 自 校 調 理 施 設 か ら 近 隣 他 校 へ 供 給 す る （ 親 子 方

式 ）。  

候 補 ： 本 宿 小 か ら 第 三 小 へ 供 給  500食 増  

② な お 、 親 子 方 式 を 実 施 し な い 場 合 で も 、 桜 野 小 、 境 南

小 、 本 宿 小 は 、 提 供 食 数 が 不 足 す る た め 設 備 の 増 強 が

必 要 。  

258 46  

H32  371  126  

H33  

【 中 期 的 な 対 応 案 （ H33年 度 ～ ）】  

① 老 朽 化 し た 桜 堤 調 理 場 の 建 替 え を 前 倒 し し 、 新 調 理 施

設 を 建 設 。  

② 桜 堤 調 理 場 の 建 替 え の 前 倒 し に よ り 、 近 い 将 来 の 改 築

が 想 定 さ れ る 第 五 小 の 自 校 調 理 施 設 に つ い て 、 代 替 機

能 の 確 保 が 可 能 に も な る 。  

③ 北 町 調 理 場 は 、平 成 44年 度 に 建 築 後 60年 と な る 。衛 生 ・

安 全 面 に も 配 慮 し た 適 切 な 施 設 の 維 持 管 理 を 前 提 と し

て 、 学 校 改 築 の 進 捗 状 況 に よ っ て は 、 築 後 60年 を 超 え

て 使 用 す る 可 能 性 が あ る 。  

594 174  

H34  723  240  

＜ 注 ＞ 短 期 的 な 対 応 案 ① 、中 期 的 な 対 応 案 ① と も に 、建 築 基 準 法 第 48条 の 許

可 が 必 要 。  
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(３ ) 直 近 の 対 応 案  

 各 学 校 の 給 食 は 、 必 要 な 人 数 分 の ほ か に 、 あ る 程 度 の 予 備 分 を 加 え て 調 理

し て い る 。 こ の 予 備 分 に つ い て 、 必 要 な 予 備 を 確 保 し つ つ 最 小 限 に す る 案 で

あ る 。 学 校 に よ る 直 前 の 食 数 変 更 を 極 力 減 ら し 、 事 前 に 必 要 食 数 を 正 確 に 把

握 で き る よ う に す る 。  

 こ れ に よ り 、 小 学 校 は 平 成 30 年 度 、 中 学 校 は 平 成 31、 32 年 度 の 不 足 見 込

み 食 数 に 対 応 で き る 。但 し 、平 成 33 年 度 以 降 の 不 足 見 込 み 食 数 へ の 対 応 は 困

難 と な る 。 こ の た め 、 次 の 短 期 的 な 対 応 案 が 必 要 と な る 。  

 

(４ ) 短 期 的 な 対 応 案  

① 既 存 の 自 校 調 理 施 設 か ら 他 校 へ 供 給 す る 方 式 （ 親 子 方 式 ）  

 自 校 調 理 施 設 が あ る 学 校 か ら 他 校 へ 供 給 す る こ と で 、 共 同 調 理 場 の 調 理 必

要 食 数 を 減 少 さ せ る 案 で あ る 。 直 近 の 対 応 策 を と っ て も 食 数 の 不 足 が 生 じ る

平 成 31 年 ま で に 実 現 で き る 可 能 性 が あ る 案 は 、【 表 １ 】 よ り 、 解 決 す べ き 課

題 は あ る が 、 本 宿 小 学 校 か ら 近 隣 の 第 三 小 学 校 へ 供 給 す る 案 で あ る 。  

 こ れ に よ り 、平 成 31、32 年 度 の 小 学 校 の 不 足 見 込 み 食 数 に 対 応 で き る 。但

し 、平 成 33 年 度 以 降 は 対 応 が 困 難 に な る た め 、次 の 中 期 的 な 対 応 案 が 必 要 と

な る 。  

 こ の 案 を 実 施 す る 場 合 、 本 宿 小 に お け る 現 在 の ア レ ル ギ ー 対 応 や 自 校 調 理

施 設 の 特 色 を 維 持 す る と と も に 、 両 校 に 配 送 上 必 要 な 安 全 確 保 策 を 講 じ る 。

具 体 的 に は 、 本 宿 小 学 校 及 び 第 三 小 学 校 間 を 給 食 配 送 車 が 往 復 す る こ と に な

る た め 、 各 校 の 時 程 に 配 慮 し た 配 送 ス ケ ジ ュ ー ル の 設 定 、 安 全 確 認 の た め の

要 員 配 置 、 学 校 敷 地 内 に お け る 安 全 か つ 安 定 し た 配 送 の た め の 路 面 整 備 等 が

考 え ら れ る 。な お 、平 成 29 年 度 に 予 定 し て い た 本 宿 小 学 校 の 調 理 器 具 の 更 新

と 設 備 の 増 強 を 一 体 的 に 行 う こ と で 、 効 率 的 に 設 備 を 増 強 す る 。  

 【 表 １ 】  

 H31 年 度 ま で に 実 現 で き る 可 能 性  

本 宿 小 学 校  

S53.9開 設  

約 380食  

本 宿 小 学 校 → 第 三 小 学 校 （ 合 計 900食 程 度 、 500食 増 ） 

・ 親 子 方 式 の 実 施 に 関 わ ら ず 、老 朽 化 に よ り 、釜 や シ

ン ク 等 の 設 備 の 更 新 等 が 必 要 で あ る 。  

・ 第 三 小 学 校 へ 供 給 す る こ と で 施 設 の 用 途 が 「 工 場 」

に な る た め 、建 築 基 準 法 第 48条 の 特 例 許 可 が 必 要 で

あ る 。  

△  
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第 五 小 学 校  

S36.3開 設  

約 460食  

第 五 小 学 校 → 関 前 南 小 学 校（ 合 計 920食 程 度 、 460食 程

度 増 ）  

・ 調 理 室 が 地 下 に あ る た め 、リ フ ト の 増 設 が 必 要 で あ

る 。  

・ 西 側 の 隣 接 道 路 が 狭 く 、配 送 車 の 出 入 り が 困 難 で あ

る 。  

・ 築 年 が 古 く （ 平 成 29年 度 現 在 建 築 後 58年 目 ）、 建 替

え が 近 い た め 、 新 た な 設 備 投 資 は 困 難 で あ る 。  

× 

境 南 小 学 校  

S51.3開 設  

約 580食  

境 南 小 学 校 → 第 二 小 学 校（ 合 計 1,170食 程 度 、 590食 程

度 増 ）  

・ 給 食 室 に 段 差 が あ り 空 間 利 用 の 変 更 が 困 難 で あ る 。 

・釜 等 の 設 備 を 増 設 す る ス ペ ー ス が な い た め 提 供 食 数

を 大 幅 に 増 や す こ と は 困 難 で あ る 。  

・ 配 送 車 の 施 設 西 側 か ら の 進 入 は 、上 部 プ ー ル の 梁 に

あ た る 箇 所 が あ り 困 難 で あ る 。  

・ 施 設 東 側 か ら の 進 入 は 、 ス ロ ー プ の 勾 配 が き つ く 、

食 缶 等 が 傾 く た め 、 現 状 で は 困 難 で あ る 。  

× 

桜 野 小 学 校  

H22.10開 設  

約 910食  

・ 児 童 数 が 、単 独 調 理 施 設 を 建 設 し た 当 時 の 見 込 み を

上 回 っ て い る 。現 供 給 能 力 で は 他 校 へ の 提 供 は 困 難

で あ る 。  

・釜 等 の 設 備 を 増 設 す る ス ペ ー ス が な い た め 提 供 食 数

を 大 幅 に 増 や す こ と は 困 難 で あ る 。  

× 

 

② 検 討 し た が 採 用 し な か っ た 選 択 肢  

・ 自 校 調 理 施 設 の 新 設  

 現 在 、 自 校 調 理 施 設 を 持 た な い 学 校 に 自 校 調 理 施 設 を 新 設 し 、 共 同 調 理

場 の 調 理 必 要 食 数 を 減 少 さ せ る 案 で あ る 。 竣 工 年 度 が 比 較 的 新 し く 、 今 後

約 20 年 間 の 間 に 建 築 後 60 年 に 達 し な い 学 校 を 選 択 肢 と し た 。 基 本 設 計 か

ら 稼 働 ま で 最 短 ３ 年 間（ 平 成 30～ 32 年 度 ）の 期 間 が 必 要 で あ る こ と の 他 、

下 記 の 個 別 の 理 由 に よ り 、 平 成 31 年 度 ま で の 実 現 は 困 難 で あ る た め 採 用

し な か っ た 。  

 H31 年 度 ま で に 実 現 で き る 可 能 性  

千 川 小 学 校  

① ラ ン チ ル ー ム を 改 修 す る 方 法  

・ 地 下 が あ る た め 、 排 水 ・ 換 気 設 備 を 新 設 す る 対 応 が

困 難 で あ る 。  

× 
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② 自 然 体 験 園 に 設 置 す る 方 法  

・ 基 本 設 計 の 前 に 、 自 然 体 験 園 の 解 体 を 行 う 必 要 が あ

る た め 、 稼 働 ま で ３ 年 間 以 上 の 期 間 が 必 要 と な る 。  

・ 学 校 敷 地 と 別 敷 地 で あ り 、 配 送 に ト ラ ッ ク を 使 う 必

要 が あ り 、 道 路 が 一 方 通 行 の た め 遠 回 り に な る 。  

・ 既 存 の 自 然 体 験 園 を 解 体 し て 自 校 調 理 施 設 を 建 設 し

て も 、 提 供 食 数 の 増 が 限 定 的 で あ る （ 約 380食 増 ）。  

・学 校 敷 地 と 別 敷 地 で あ り 用 途 が「 工 場 」に な る た め 、

建 築 基 準 法 第 48条 の 特 例 許 可 が 必 要 で あ る 。  

・ 北 側 に 住 宅 が 隣 接 し て い る 。  

× 

大野田小学校 

改 築 す る 体 育 館 に 併 設 す る 方 法  

・ 現 体 育 館 の 解 体 の た め の 期 間 が さ ら に 必 要 で あ り 、

平 成 31年 度 ま で の 実 現 は 困 難 で あ る 。  

× 

第 四 中 学 校  

学 校 敷 地 内 に 設 置 に す る 方 法  

・ 第 五 期 長 期 計 画 ・ 調 整 計 画 で は 、 中 学 校 に 自 校 調 理

施 設 を 設 置 す る 方 向 性 は 示 さ れ て い な い 。  

× 

 

・ そ の 他  

  そ の 他 の 下 記 選 択 肢 は 、 平 成 31 年 度 ま で の 実 現 が 困 難 で あ る 。  

北 町 調 理 場 の

設 備 増 強  

・保 管 、配 送 、調 理 量 、作 業 ス ペ ー ス 等 の す べ て の 検

証 結 果 か ら 、現 在 の 給 食 の 水 準 を 維 持 し な が ら の 必

要 食 数 の 増 強 は 困 難 で あ る 。  

× 

桜 堤 調 理 場 の

設 備 増 強  

・ 築 年 が 古 く （ 平 成 29年 度 現 在 築 後 51年 目 ）、 建 替 え

が 近 い た め 、 新 た な 設 備 投 資 は 困 難 で あ る 。  
× 

北 町 調 理 場 か

ら 提 供 す る 小

学 校 給 食 の 一

部 を 桜 堤 調 理

場 に 移 管  

・小 中 別 の 献 立 、ア レ ル ギ ー 対 応 が 必 要 で あ り 、小 学

校 用 ラ イ ン を 増 や す 必 要 が あ る 。現 状 の 施 設 で は 別

ラ イ ン に な り ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー の 危 険 性 が 高 く な

る  

× 

外 部 委 託  

・現 在 委 託 し て 提 供 し う る 事 業 者 は 多 摩 西 部 に あ る の

み で あ る た め 、調 理 か ら 喫 食 ま で ２ 時 間 以 内 と い う

基 準 を 満 た せ な い 。  

× 

 

(５ ) 中 期 的 な 対 応 案  

 短 期 的 な 対 応 案 に よ り 、平 成 31、32 年 度 の 小 学 校 の 不 足 見 込 み 食 数 に 対 応

で き る が 、平 成 33 年 度 以 降 は 対 応 が 困 難 に な る 。ま た 、不 足 す る 食 数 の 規 模

は 、 そ の 他 単 独 調 理 校 の 増 強 に よ り 対 応 す る こ と が 困 難 な 規 模 で あ る 。 そ の

た め 、 建 築 年 次 の 古 い 桜 堤 調 理 場 の 建 替 え を 前 倒 し し 、 新 調 理 施 設 を 建 設 す

る 案 で あ る 。  

 具 体 的 に は 、 今 後 、 調 理 必 要 食 数 が 増 え て い く 間 、 自 校 調 理 校 以 外 の 学 校

は 、 新 調 理 施 設 と 北 町 調 理 場 の ２ か 所 で 対 応 す る 。 北 町 調 理 場 が 建 築 後 60
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年 を 迎 え た 後 は 、 児 童 生 徒 数 の 伸 び が 落 ち 着 き 減 少 し て い く た め 、 北 町 調 理

場 の 更 新 は せ ず 、 最 終 的 に 、 自 校 調 理 校 以 外 の 学 校 は 新 調 理 施 設 １ か 所 で 対

応 す る 案 で あ る 。  

 こ れ に よ り 、平 成 33 年 度 以 降 の 小 学 校 及 び 中 学 校 の 不 足 見 込 み 食 数 に 対 応

で き る 。  

 さ ら に 、 平 成 32， 33 年 度 に は 第 五 小 学 校 が 建 築 後 60 年 を 迎 え 、 近 い 将 来

の 改 築 が 予 想 さ れ る 。 そ の 際 、 第 五 小 学 校 の 自 校 調 理 施 設 が 一 時 的 に 使 え な

く な る 。 そ の 一 方 で 、 新 調 理 施 設 は 適 切 な ス ペ ッ ク を 見 込 む こ と が 前 提 で は

あ る が 、 ピ ー ク 時 を 除 け ば あ る 程 度 の 余 力 が 見 込 ま れ る 。 そ の た め 、 第 五 小

学 校 改 築 時 の 自 校 調 理 施 設 の 代 替 機 能 の 確 保 も 可 能 と な る 。  

 な お 、 学 校 改 築 に つ い て は 、 今 後 策 定 す る 学 校 施 設 整 備 基 本 計 画 の 中 で 具

体 的 に 検 討 し て い く が 、 学 校 改 築 の 進 捗 や 調 理 施 設 の 状 況 に よ っ て は 、 北 町

調 理 場 を 、 60 年 を 超 え て 使 用 す る 可 能 性 が あ る 。  

 

(６ ) 建 築 基 準 法 上 の 制 約 条 件  

 住 居 系 の 用 途 地 域 に お い て 、 自 校 調 理 施 設 が 他 校 分 の 給 食 も 作 る 親 子 方 式

を 実 施 す る 場 合 （ 短 期 的 な 対 応 案 ） や 、 給 食 共 同 調 理 場 を 建 設 す る 場 合 （ 中

期 的 な 対 応 案 ）、共 同 調 理 場 は 、建 築 基 準 法 に お い て「 工 場 」扱 い に な る た め 、

都 市 計 画 の 用 途 地 域 で は 建 築 制 限 を 受 け る 。  

こ の 場 合 、 建 築 基 準 法 な ど に 基 づ い た 審 査 に お い て 、 建 築 基 準 法 第 48 条

の 規 定 に 基 づ く 特 定 行 政 庁 の 許 可 （ 良 好 な 居 住 の 環 境 を 害 す る お そ れ が な い

と 認 め 、 又 は 公 益 上 や む を 得 な い 場 合 ） が 得 ら れ た 場 合 に 建 築 可 能 と な る 。

そ の た め 、 先 進 的 な 事 例 を 参 考 に し な が ら 適 切 に 対 応 す る 必 要 が あ る 。  
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３  新調理施設の整備の基本的な考え方  

 

(１)  全 市 的 な 課 題 と し て 取 り 組 む 必 要  

 学 校 給 食 は 、児 童 及 び 生 徒 の 心 身 の 健 全 な 発 達 に 資 す る も の で あ り 、か つ 、

児 童 及 び 生 徒 の 食 に 関 す る 正 し い 理 解 と 適 切 な 判 断 力 を 養 う 上 で 重 要 な 役 割

を 果 た す も の で あ り（ 学 校 給 食 法 第 １ 条 ）、本 市 の 全 て の 小 中 学 校 に お い て 行

わ れ る 食 育 も 含 め て 、 学 校 教 育 に お い て 重 要 な 意 義 を 有 す る 。 こ の 学 校 給 食

の 実 施 は 、 学 校 設 置 者 の 任 務 で あ る （ 同 法 第 ４ 条 ）。  

そ し て 、 給 食 共 同 調 理 場 は 、 学 校 給 食 や 食 育 事 業 を 支 え る た め の 基 幹 的 な

施 設 で あ る 。  

ま た 、 学 校 給 食 が こ の よ う な 高 い 公 益 性 の あ る 事 業 で あ る こ と を 前 提 と し

て 、 周 辺 環 境 へ 配 慮 す る こ と も 必 要 で あ る 。  

新 調 理 施 設 の 建 設 に あ た っ て は 、 そ の 必 要 性 ・ 公 益 性 と 影 響 を 認 識 し な が

ら 、 全 市 的 な 課 題 と し て 捉 え 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  

 

(２ ) 学 校 給 食 に 関 す る 基 本 的 な 視 点  

 本 市 に お け る 学 校 給 食 の 基 本 的 な 視 点 は 、 安 全 ・ 安 心 の 確 保 、 質 の 維 持 、

食 育 の 推 進 、 地 産 地 消 の 推 進 、 人 材 の 確 保 と 育 成 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 基 本

的 な 視 点 の も と 、 良 質 な 学 校 給 食 を 提 供 し て き た 。 新 調 理 施 設 の 整 備 に あ た

っ て も 、 こ れ ま で の 本 市 に お け る 学 校 給 食 の 基 本 的 な 視 点 を 変 え な い 。 さ ら

に 、 以 下 の と お り 、 最 新 の 学 校 給 食 衛 生 管 理 基 準 及 び 新 し い 考 え 方 等 に も 対

応 す る 。  

① 最 新 の 学 校 給 食 衛 生 管 理 基 準 に 基 づ き 、 ド ラ イ シ ス テ ム 1を 導 入 す る 等 、

Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ 2の 考 え 方 に 基 づ い た 施 設 と す る 。  

② 高 温 多 湿 の 作 業 環 境 を 改 善 し 、 労 働 安 全 衛 生 に 留 意 し た 施 設 と す る 。  

③ 市 と 給 食 ・ 食 育 振 興 財 団 が 締 結 し た 災 害 協 定 に 基 づ き 、 災 害 時 の 対 応 の

強 化 を 図 る 。  

④ 環 境 負 荷 の 低 減 等 の た め 、 環 境 機 能 の 強 化 を 図 る 。  

⑤ 食 育 推 進 の た め の 機 能 の 充 実 を 検 討 す る 。  

 

                                                   
1 床 に 水 が 落 ち な い 構 造 の 施 設 ・ 設 備 、 機 械 ・ 器 具 を 使 用 し 、 床 が 乾 い た 状 態 で 作 業

す る シ ス テ ム （ 文 部 科 学 省 HP「 学 校 給 食 施 設 ・ 設 備 の 改 善 事 例 集 」）。  
2 Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ （ Haza rd  A n a l y s i s  C r i t i c a l  C o n t r o l  P o i n t）。 食 品 の 製 造 ・ 加 工 工 程

の あ ら ゆ る 段 階 で 発 生 す る お そ れ の あ る 微 生 物 汚 染 等 の 危 害 を あ ら か じ め 分 析 し 、 そ

の 結 果 に 基 づ い て 、 製 造 工 程 の ど の 段 階 で ど の よ う な 対 策 を 講 じ れ ば よ り 安 全 な 製 品

を 得 る こ と が で き る か と い う 重 要 管 理 点 を 定 め 、 こ れ を 連 続 的 に 監 視 す る こ と に よ り

製 品 の 安 全 を 確 保 す る 衛 生 管 理 の 手 法 （ 厚 生 労 働 省 HP）。  



9 

 

(３ ) 新 調 理 施 設 の 提 供 食 数  

 新 調 理 施 設 で は 、11 ペ ー ジ の グ ラ フ の と お り 、小 学 校 給 食 を 最 多 で 約 1,800

食（ 平 成 45 年 度 ）、中 学 校 給 食 を 最 多 で 約 3,000 食（ 平 成 43 年 度 ）を 調 理 す

る 必 要 が あ る 。  

さ ら に 、 北 町 調 理 場 が 建 築 後 60 年 を 迎 え る 平 成 45 年 度 に は 、 新 調 理 施 設

で は 、 小 学 校 給 食 約 1,800 食 、 中 学 校 給 食 約 2,800 食 (小 学 校 食 数 換 算 3で 約

3,600 食 )、 合 計 約 4,600 食 （ 同 5,400 食 ） の 食 数 を 調 理 す る 必 要 が あ る 。  

新 調 理 施 設 の 提 供 食 数 は 、 北 町 調 理 場 が そ の 役 割 を 終 え る 時 点 で 、 自 校 調

理 校 を 除 く 小 中 学 校 す べ て の 給 食 を 調 理 す る こ と を 前 提 と し て 、 ① 小 学 校 に

つ い て 建 築 後 60 年 を 目 安 に 更 新 す る 、② 小 学 校 の 改 築 時 に 自 校 調 理 校 化 す る 、

③ 新 調 理 施 設 が 本 格 稼 働 す る ま で 北 町 調 理 場 を 稼 働 さ せ る 、 こ れ ら の 条 件 を

前 提 に し て 算 出 し た 。  

な お 、 共 同 調 理 場 で 調 理 す る 必 要 が あ る 食 数 の ピ ー ク は 、 平 成 38 年 度 の

約 8,500 食 で あ り 、 北 町 調 理 場 で 3,800 食 、 新 調 理 施 設 で 4,700 食 を 調 理 す

る 必 要 が あ る （ い ず れ も 、 小 学 校 食 数 に 換 算 し た 数 字 ）。  

 

(４ ) 新 調 理 施 設 の 建 設 候 補 地  

 約 5,400 食（ 小 学 校 給 食 換 算 ）を 提 供 す る 新 調 理 施 設 を 建 設 す る た め に は 、

あ る 程 度 の 面 積 を 有 す る 用 地 が 必 要 で あ る 。 他 自 治 体 の 事 例 等 か ら 、 給 食 を

安 全 に 提 供 す る た め に は 、 少 な く と も 給 食 １ 食 あ た り 0.5 ㎡ 以 上 の 延 床 面 積

が 必 要 で あ る 。  

 そ こ で 、 必 要 な 延 床 面 積 を 確 保 す る た め 、 解 体 等 が 必 要 な 構 築 物 が な く 、

か つ 、 一 定 規 模 以 上 の 面 積 が あ る 市 有 地 を 検 討 の 候 補 と し 、 法 的 規 制 、 周 辺

環 境 へ の 影 響 、 建 築 規 模 、 給 食 の 配 送 な ど 、 様 々 な 条 件 を 比 較 し た 。  

そ の 結 果 、 本 検 討 委 員 会 と し て 、 条 件 的 に 優 位 な 候 補 地 は 、 旧 桜 堤 小 跡 地

北 側 部 分 及 び 桜 堤 調 理 場 敷 地 で あ る と の 結 論 と な っ た 。 旧 中 央 図 書 館 跡 地 、

旧 西 久 保 住 宅 跡 地 は 、 必 要 な 建 築 延 床 面 積 を 確 保 で き な い 他 、 住 宅 と 直 接 隣

接 し て い る 点 や 、 接 し て い る 道 路 が 狭 い 等 、 課 題 が あ る 。  

                                                   
3 厚 生 労 働 省 に よ る 栄 養 所 要 量 で は 、 中 学 生 は 小 学 生 の 1.3 倍 の 量 を 要 す る 。  

  
旧 桜 堤 小 跡 地 北 側 部

分 ・ 桜 堤 調 理 場  
旧 中 央 図 書 館 跡 地  旧 西 久 保 住 宅 跡 地  

敷 地 面 積  約 3,000㎡ ～  約 2,000㎡  約 900㎡  

提供可能食数 約 5,400食 ～  約 4,800食  約 2,800食  



10 

 

 

 

４  今後の予定  

・ ７ 月 ６ 日 ～ 20日 ： 中 間 報 告 に 対 す る パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 実 施  

※ 保 護 者 、 近 隣 住 民 へ の 説 明 会 も 実 施  

・ ７ 月 26日 ： 第 ５ 回 検 討 委 員 会 （ 最 終 報 告 案 を 検 討 ）  

・ ８ 月 ２ 日 ： 定 例 教 育 委 員 会 （ 学 校 給 食 施 設 の 整 備 方 針 を 決 定 ）  

・ 教 育 委 員 会 と し て 方 針 を 決 定 後 、 市 長 部 局 と 協 議 。  

・ ８ 月 21日 ： 文 教 委 員 会 行 政 報 告 （ 学 校 給 食 施 設 の 整 備 方 針 ）  

・ 新 調 理 施 設 建 設 に 着 工 す る ま で に 、 新 調 理 施 設 に 関 す る 基 本 計 画 策 定 、 設

計 事 業 者 選 定 、 基 本 設 計 ・ 実 施 設 計 等 が 必 要 で あ る 。 適 時 必 要 な 措 置 を 講

じ る 。  

道 路 条 件  
北 側 、 東 西 に 接 道 。

東 西 は 一 方 通 行 。  
西 側 の み 接 道 。  

南 側 と 西 側 の 接 道

は 、 一 方 通 行 か つ

狭 隘 で あ る 。  

周 辺 環 境  
住 宅 地 と 敷 地 の 間 に

道 路 が あ る 。  

北 側 の マ ン シ ョ ン

と 敷 地 が 、直 接 接 す

る 。  

南 西 の 住 宅 と 敷 地

が 直 接 接 す る 。  

用 途 地 域  第一種中高層住居専用地域 第 一 種 住 居 地 域  
準 工 業 地 域  

［ 特 別 工 業 地 区 ］  



 

1
1

 

　　　　　*中学生の栄養所要量が小学生の1.3倍であるとし、中学生必要食数に1.3を乗じた数を小学生必要食数に換算した数とする（重量ベース）
　　　　　・平成30年度から32年度は直近の対応案により減らした必要食数を反映し、33年度以降は運用の継続が未定であるためこれを反映しないものとする
　　　　　・建築後60年の小学校は建替えをし、自校調理施設を備えているものとする

平成２８年度教育委員会作成の小中学校将来児童生徒数推計に事務局が作成

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48 H49

新調理施設

提供可能食数
0 0 0 0 0 0 0 5384 5384 5384 5384 5384 5384 5384 5384 5384 5384 5384 5384 5384 5384 5384 5384 5384

桜堤調理場

提供可能食数
2730 2730 2730 2730 2730 2730 2730 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

北町調理場

提供可能食数
3800 3800 3800 3800 3800 3800 3800 3800 3800 3800 3800 3800 3800 3800 3800 3800 3800 3800 3800 0 0 0 0 0

小中合算

非単独調理校

必要食数

6158 6244 6336 6442 6505 6329 6367 7350 7564 7817 8075 8310 8473 8071 7396 7403 6777 6330 5645 5384 4386 4186 4019 3848
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小中学校の合計必要食数と

共同調理場提供可能食数の推移（*小学校食数換算）

桜堤調理場
新調理施設

北町調理場



 

 

 

 

 

 

 

 

参  考  資  料  



武蔵野市学校給食施設検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 武蔵野市立の小学校及び中学校（以下「市立学校」という。）へ給

食を安定的に供給するための施設整備の在り方について検討するため、武

蔵野市学校給食施設検討委員会（以下「検討委員会」という。）を設置す

る。 

（所管事項） 

第２条 検討委員会は、次に掲げる事項について検討し、その結果を武蔵野

市教育委員会及び市長に報告する。 

 (1) 市立学校の給食の必要数の見込みに関すること。 

 (2) 給食共同調理場の建替えの計画及びスケジュールに関すること。 

 (3) 給食共同調理場の建替えまでの間の市立学校への給食の供給について

の対応策に関すること。 

 (4) 前３号に掲げるもののほか、武蔵野市教育委員会教育長（以下「教育

長」という。）が必要と認める事項 

（構成） 

第３条 検討委員会は、別表に掲げる者及び職にある者をもって構成し、教

育長が委嘱し、又は任命する。 

２  検討委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員長は教育部長の職

にある者をもって充て、副委員長は教育部教育企画課教育調整担当課長の

職にある者をもって充てる。 

３  委員長は、会務を総括し、検討委員会を代表する。 

４  副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠

けたときは、その職務を代理する。  

（会議） 

第４条 検討委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集する。 

２  検討委員会が必要と認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、

説明又は意見を聴くことができる。 

（ワーキングスタッフ） 

第５条 検討委員会の協議に必要な資料の作成その他検討委員会の補佐をす

るため、検討委員会にワーキングスタッフを置くことができる。 

２  ワーキングスタッフは、検討委員会の構成員がその所属する職員のうち

から指名する。 

（設置期間） 

第６条 検討委員会の設置期間は、この要綱の施行の日から平成29年８月31



日までとする。 

（事務局） 

第７条 検討委員会の事務局は、教育部教育企画課に置く。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、検討委員会について必要な事項は、

教育長が別に定める。 

付  則  

１  この要綱は、平成29年２月21日から施行する。 

２  この要綱は、平成29年８月31日限り、その効力を失う。 

付  則  

 この要綱は、平成29年４月１日から施行する。 

 

別表（第３条関係） 

武蔵野市立小中学校長会を代表する者 

武蔵野市立小中学校のＰＴＡを代表する者 

教育部長 

財務部施設課長 

教育部教育企画課長 

教育部教育企画課教育調整担当課長 

教育部教育支援課長 

一般財団法人武蔵野市給食・食育振興財団事務局長 

 



委員

氏　名 職 備考

　 菅原　このみ 武蔵野市立関前南小学校校長

　 田極　政一郎 武蔵野市立第六中学校校長

　 中丸　尚子　 武蔵野市立第三小学校ＰＴＡ会長（平成28年度）

　 後藤　真澄　
武蔵野市立桜野小学校ＰＴＡ会長（平成28年度）
武蔵野市立第二中学校ＰＴＡ会長（平成29年度）

◎竹内　道則 教育部長

　 早川　千秋 財務部参事兼施設課長事務取扱

　 大杉　洋 教育部教育企画課長
平成28年度
副委員長

○渡邉　克利 教育部教育企画課教育調整担当課長 平成29年4月1日～

　 稲葉　秀満 教育部教育支援課長 ～平成29年3月31日

　 牛込　秀明 教育部教育支援課長 平成29年4月1日～

　 北原　浩平 一般財団法人武蔵野市給食・食育振興財団事務局長

◎は委員長、○は副委員長

武蔵野市学校給食施設検討委員会委員名簿



○学校給食施設検討委員会　開催経過

回数 開催日 内容

第１回 平成29年３月９日
・委員会運営のあり方について
・学校給食施設の現状と課題について

第２回 平成29年５月８日 ・学校給食施設の課題と対応策について

第３回 平成29年６月２日 ・短期的及び中期的対応案の検討

第４回 平成29年６月29日 ・短期的及び中期的対応案の検討




